青明舎　フェイスシート

　平成21年　5月11日　　担当：三浦とし子

	入　所　者
	氏　名　　其田　淑子　様　　　　　男・女　　　　昭和12年11月26日生（71歳）

	
	住　所　〒グループホーム　あおぞら　　　　　　電話　23－4189

	
	病　　名
	非定型精神病
	合　併　症
	

	
	発症時期
	昭和46年7月頃（34歳頃）
	罹 患 期 間
	約3８年

	
	入院回数
	11回
	延べ入院年数
	約17年11ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（隔週）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（　月８万５千円　）

	
	その他
	

	障害程度区分
	区分2

	日中活動の場
	デイナイトケア

	住まいの場
	グループホーム　あおぞら

	利用年月日
	Ｈ　１３　年　９　月　１　日
	身長
	159cm
	体重
	７０kg

	最終学歴
	五所川原高等学校卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	老人保健施設介護員、五所川原西北中央病院事務職、慶応大学北里記念医学図書館

其田芸能プロダクション
	

	保　護　者
	氏　　名　　　其田　道信　様　　　　　　　続柄　　兄　　（同居　・否）

	利用目的

・健康の自己管理を行いながら、現在の生活リズムを維持し継続する。

	入院・治療歴

	①　S46.7～S47.6　 八王子滝山病院　入院　　⑥　S57.7～S58.3　大阪府阪本病院　入院　　⑪H6.5～H11.9　青南病院　　入院
②　S50.10～S5.13　岩手県胆江病院　入院　　⑦　S58.3～S60.6　岩手県胆江病院　入院　　⑫H11.10～　　　　　〃　　　外来
③　S53.11～S53.12　　　　　〃　　　　　 　⑧　S60.8～S61.3　　　　　〃
④　S54.12～S55.3　 静岡県函南病院　入院　 ⑨　S61.10～H3.9　　　　　　〃
⑤　S53～S55.5　 　岩手県胆江病院　入院　　⑩　H5.12～H6.5　  岩手県南光病院　入院

	生活歴

ソウルで出世。S31.3高校卒業後、五所川原西北中央病院の事務として8年、S39から慶応大学北里記念医学図書館で勤務。S40.10結婚するが1年で離婚。S41次兄の経営している芸能プロダクションの手伝いをしていたがS46、精神変調をきたし八王子滝山病院入院。以後、奇行、興奮、暴力、幻聴、妄想みられ精神科へ9回の入退院を繰り返していた（S64～H3）。H512妄想、暴力行為著しいため岩手県南光病院へ入院（～H6.5）。その後長兄のいる八戸にて治療を行うため、H65より青南病院入院。退院後、H11.9.30から生活訓練施設青山荘へ入所。その後、GHへ入所しデイナイトケア利用中。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親は他界し、八戸市在住している長男との関わりのみで他の兄弟とは関わりはない。

長男は本人の年金管理をしてましたが高齢になり現在は御本人様管理となっております。月に1～２度程度兄宅へ出掛けている。兄からは毎度、生活費の使途について指導されている。精神科以外の科の受診料が増えているため嗜好品を抑えるようにと言われるとの事。




修正プラン実施評価日： H２１年　５月　１１日（月）　　　　　　　　　　　　プラン作成者　三浦とし子

	氏　名
	其田　淑子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和12年11月26日（71歳）

	長期目標（中期・短期）

	生活リズムを崩すことなく、健康的で自立した生活を継続して送る
　　月

　　火

　　水

　　木

　　金

　　土

　　日

デイナイト

デイナイト
外来（隔週）
デイナイト
デイナイト
休日
休日


	これまでの経過（平成１８年５月１５日から平成２１年５月１１日まで）

	G　Hでの生活　

グループホーム入居年数：７年８ヶ月

食事：食材は近所のスーパーで購入している。ご飯はレンジで温める物を摂取、おかずは

自分で調理（焼魚、卵焼きなど）することもあるが、火をつけたまま居眠りをする

事がある。

入浴：GHの浴室でシャワーのみ使用することや、デイナイトケア利用時に入浴している。

週○回入浴することができている。

掃除・洗濯：自室はやや乱雑ではあるが、週1回程度掃除しているとのこと。GH内で決め

られた掃除の役割は確実に実施している。

対人関係：他入居者とトラブルとなることなく過ごす事ができている。

余暇時間：共有スペースにて他入居者と共にテレビを観賞したり、食事、会話をして過ご

している。好きなことは歌を歌うこと。そろばんが得意とのこと。
休日：買い物、兄の自宅などバスやタクシーを利用して外出することや、GHで過ごすこと

が多い。

世話人との関わり:
世話人が毎日訪問することに当初、抵抗を示し、毎日来られるとプライバシーが侵害されるので来て欲しくない、と訴えられていましたが翌日GHの皆様でなぜ世話人が訪問しなければならないのか、という内容で話し合いを持ち理解し納得していただきました。その後は訪問することに抵抗を示さず、部屋で休んでいても訪問すると出てきて話し合いに参加しています。必ず毎日右大腿部の痛み等体の不調、不満を訴えディナイトケアに行きたくないと訴えますが、痛みや病状については通院時医師に相談するように支援。その反面歩けなくなって車椅子、オムツ生活、をしたくないと強く思っているようです。

そのためにどうすればいいのかということを話しあっています。ディナイトへ行かなければならないということは、充分理解できているようですが気が向かないようです。今後も根気強く本人様が望むような生活を維持できるように支援しています。

・健康管理

服薬は自己管理で確実に行う事ができており、幻覚や妄想などの症状は無く過ごしている。

右大腿部の痛みについて、主治医からは体重の増加による負担、年齢的な筋力低下によるものと診断を受けており、ナパゲルン軟膏が処方となっているが塗布しても改善されないとの訴えあり。当院担当医から痛み止め（頓服薬1日1回迄）が処方となっている。

日中の強い眠気を訴えており、デイナイトケアでのプログラム中やGHの調理中など居眠りをしてしまうことがある。眠気の原因は服用薬と加齢が考えられます。
たばこは一日一箱喫煙する。
体重は７０ｋｇとやや肥満傾向、ここ２年ほど余り変化無し。

１８年の評価時より過齢と共に筋力の衰えや、運動不足と体重減が図られないために体力に衰えがあるようです。

・ディでの生活

　　デイナイトケア利用年数：7年2ヶ月

出席率は50～80％、右大腿部の痛み、疲労、私用を理由に欠席することが多い。利用時は計算問題に取り組む、他者と会話する、歌を歌うなどの活動を行っており、プログラムには確実に参加しているが居眠りすることが多い。運動プログラムは拒否する傾向にあり、スタッフの促しを必要としている。
本人の話からは通所の活動がつまらない、坂道を登るのがおっくうであるなどの理由が聞かれている。

・金銭管理

　　収入は　障害厚生年金　８万５千円　
支出は　GH入居費等約３万１千円、たばこ１万、、タクシーデイナイト参加時に利用　１万３千円
医療費、食料費、嗜好品等
長男の道伸氏も老齢で金銭管理が出来ず現在は本人様が管理し、小遣い帳の確認はディナイトスタッフが確認しています。月の残高は１００円位でほとんど全額使用してしまい浪費癖もあります。ディ参加にタクシーを使うのでタクシー賃が余分な出費となっております。万一のためということで、長男道紳氏から３０万円定期でいただいているが崩して定期は２０万円で残りにも手をつけている様子。
・保護者

　　長男の道伸氏が保護者となっておりますが、高齢であるため本人様が月１から２度程訪問しています。



	問題点
	介入方法

	1 ディの参加が少なくなっている。


	・　グループホーム訪問は毎日朝8時30分頃に実施し安否確認、生活技術支援をします。話し合いでは誇りを傷つけないように出来るだけ気持ちに寄り添って、苦情や不満、一日の出来事を真摯に受け止めるようにします。早期に解決できる不満等については、後に残さないように話し合い納得できるように対応し、信頼関係を築き情緒の安定が図られるようにし毎日ディに参加出来るように支援します。（目標は８０パーセントの参加を目指します。）
· 腿右大腿部の痛みについては病院と連携をとります。

· ディナイトのスタッフとの連携も図り参加をうながすようにします。

· ゆっくりでも歩いて行くことのメリットを理解して頂き、常に励ましと応援をします。

	2 金銭管理について　　

　　　　　　　　　　　　　　　
	· ディに参加するときはタクシー利用をしているため、金銭的な負担が多くなっていることや、GHにいることにより灯油代や食費がかさむ事、参加することの大切さを説明し理解していただき、生活のリズムを崩さないように支援します。
· 家計簿で支出内容を把握し、配分が大きい項目（タクシー賃）については使途の必要性について考えてもらう。月始めにその月の使途の配分をしてもらい、その都度相談、助言を行う。



	3 保護者について

※保護者が高齢のため
	· 保護者が高齢となってきている事から、面談を設け保護者変更について話し合いを行っていく。

· 





仙台市








保護者　８３歳
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